
東京都知事選の結果についての見解 

 

 2016 年 7 月 31 日の東京都知事選挙において、小池百合子候補が当選し、市民連合が推

薦をした鳥越俊太郎候補は増田寛也候補に次ぐ 3 位に終わりました。鳥越候補が、都知事

選における野党候補としては久しぶりに 100 万票を超える 130 万票あまりを獲得したとは

言え、不本意な結果となったことを重く受け止めています。 

 前都知事の突然の辞職を受けて、参議院選挙のさなかから野党統一候補の擁立を模索す

る関係者の努力がなされましたが、そのプロセスは決して平坦とは言えませんでした。市

民連合では、7 月 13 日に宇都宮健児氏が出馬を取りやめられたことを受けて 15 日に懇談

を請い、お話を伺いました。その上で、翌 16日に政策協議を経て鳥越候補を推薦する方針

であることを表明し、19日に鳥越候補との政策懇談会を持ち、正式に推薦を致しました。 

 しかし、7 月 10日の参議院選挙が終わるまで、市民連合としては都知事選に一切関与す

る余裕がなかったこともあり、メディアの煽る劇場型選挙に抗することができず、また、

野党統一候補への支援体制の構築が大幅に出遅れたことが、残念な結果につながってしま

いました。 

 都知事選は国政選挙と多分に異なる事情があり、今回、力不足であったことをもって野

党共闘そのものを失敗と決めつけるのは的外れであり、それこそ改憲勢力の思う壺と言わ

ざるを得ません。 

 しかし今後、市民と野党の信頼関係にもとづく共闘をいっそう深化させるためには、候

補者一本化にあたって、充分な透明性や政策論議を担保することが喫緊の課題であること

を痛感しています。市民連合としては、10 月の衆議院補選そして来るべき衆議院選挙に際

して野党共闘をさらに強力なものにするため、原則として公開の政策討論会や候補者と野

党間の公開協議などを実施することを、野党に積極的に要請していきたいと考えます。 
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安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合 


